












  In August 2005, the computer and consumer electronics company now known as 
"Apple Inc." broke new ground in Asia with the launch of its iTunes Music Store in 
Japan, followed in October 2006 by "Napster Japan," which began a subscription pay 
service through which subscribers can download music online. Essentially, 
downloadable music content thus becomes a non-physical, digitalized form of property 
for listeners rather than a tangible consumer product (records, CDs), and represents a 
kind of service that is a form of culture shared and loved by users around the world. 
  In this paper, we view the potential of the music-downloading-by-subscription 
business, look into the current state of music-downloading service in Japan and Asia 





 2005年 8月より、アジア地域としては初となる、アップル社の iTunes Music Store日























 2005 年度の国内の音楽配信市場規模は、JASRAC の資料統計よれば、2003 年度から
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はWeb 2.0企業の代表的存在の Googleをはじめ、2006年 10月に Googleによる買収が
























































 タワーレコードと米 Napster,LLC とのジョイントベンチャーであるナップスタージャ












「Napster To Go」。第三のサービスは、楽曲 1 曲単位での購入ができる「Napster a la 
carte」である。 
 「Napster Basic」は、月額 1280円で楽曲を PCへダウンロードし、3台の PCでの再
生が可能となる。「Napster To Go」は、月額 1980円で PCだけでなく対応する 3台の携
帯音楽プレイヤーでも楽曲を再生できる。「Napster a la carte」では、楽曲単位で課金す
る 1 曲あたりの料金は、最多価格帯が洋楽 150 円、邦楽 200 円となっている。楽曲配信





























 次に Web 2.0 のもうひとつの重要な原則である「組み合わせによる革新」によって登
場した iPodと iTunesについてみていく。 
 
２）iPod＋iTMS 




 iPod と iTunes、iTunes Music Store(以下 iTMS)の革新性は、複数の機器で利用され
ることを前提に設計された最初のアプリケーションとして互いが存在している点にある。 
 iTunes の場合、参加のアーキテクチャとしては、レコメンデーション機能や視聴、購
買履歴からユーザーの音楽的趣向をリスト化する just for you 機能、“iMix”と呼ばれるユ




ェア、著作権を保護する DRM (Digital Rights Management = デジタル著作権管理)があ
るが、音楽コンテンツのユーザーインタフェースとなるのがデジタルオーテディオプレイ
ヤーiPod である。iPod で利用できる著作権保護ファイル規格は AAC 形式に限定されて
おり、その DRMプラットフォームは FairPlayである。 
 iPod で利用できる楽曲ファイルはアップル社の配信サービス iTMS のみで購入可能で
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iTMS からダウンロードした音楽は、iPod でのみ再生できるが、他の DRM を使った楽
曲とは互換性を持たせず、iPodで再生できないようにしている。 
 そのため、FairPlay の技術をアップル社が公開しない限り、iPod ユーザーは iTMS 以
外の音楽配信サービスを利用することができない。同時に、デジタル音楽市場の他事業者
は、ハードディスク搭載型音楽プレイヤー市場の 9 割超のシェアを持つとされる iPod ユ
ーザー、あるいは音楽配信サービス市場の 7 割超のシェアを有す iTMS ユーザーをター
ゲットにできない。 





 2007年 2月には、Appleの最高経営責任者（CEO）Steve Jobs氏が公開書簡を通じて、
デジタル著作権管理（DRM）技術を放棄するようレコード会社各社に呼びかけている。 
 Apple のウェブサイトに掲載された「Thoughts on Music（音楽に関する考察）」とい
















入したものは約 3％に過ぎない。残りの楽曲は、コピー対策技術が施されていない CD を
リッピングしたもので、コンピュータや他社製の MP3 プレイヤーでも共有されていると
いうのである。」と述べている。 
 DRM技術の FairPlayを公開するという考え方について Jobs氏は、技術の仕組みを公
開すれば、そのハッキング手法も登場しやすくなるため、賢明ではないとしている。 






 2005 年 8 月の iTMS 国内サービス開始は、それ以前の主な日本国内の音楽配信サービ
ス事業サービスの見直しを迫るものになった。以下 iTMS 国内上陸以降に始まった音楽
配信サービスについてみていく。 





 2006年 7月 25日には、エキサイト(株)が、音楽の嗜好を通じたコミュニティサービス 
「Last.fm」のサービスを開始している。 
 Last.fm は、英国で 2003 年にサービス開始された音楽コミュニティサービスである。
登録参加は自由なコミュニティで、登録ユーザー数は 200 万人。月間ページビューは 1
億 PV、専用プラグインソフトで集計した会員のトラック再生数は 1 日当たり 1000 万件
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で、データベース登録数は 5500万件となっている。(2006年 7月現在) 
 Last.fm は、“誰かが聞いている曲、楽しんでいる曲を参加者が共有していく”という
コンセプトのもとネットコミュニティを形成している。ユーザーは登録後に Windows 













 ヤマハも 2005年 12月 19日より、楽曲のダウンロード販売と音楽情報を提供する音楽
配信サービス「My Sound」を開始している。 
















? OnGen 株式会社 USEN 
クレジットカード、








































































Listen Japan 株式会社リッスンジャパン 
クレジットカード、Web 
Money 、 NET 
CASH 、 Mobile Edy 
Windows 
Media Player 
 9 / 10 
200 
/１曲 win






Excite Music Store エキサイト株式会社 
クレジットカード、









Real Music リアルネットワークス 株式会社 クレジットカード RealPlayer10 945/月 win
?????











表2 日本国内の主な音楽配信サービス(2006年 11月現在) 
 
 国内の配信サービスの多くが、対応 OS を windows に限定していることなどからも、
市場の占有率の高い iPod と iTunes への対抗措置として自社の携帯音楽プレイヤーの普
及を中心としたサービス提供に留まっているのがわかる。 













































500 ウォン/1 曲。この他月 3,000 ウォンでストリーミングし放題となるクーポン等もあ
る。 
 携帯電話キャリアでは、SKTが「MelOn」という音楽配信サービスを 2004年 11月に
開始している。これは携帯電話、パソコン、MP3 プレイヤーにダウンロード可能なサー










平日の昼の間のみ月 2,000 ウォンで楽しめるようになる「昼間割引制」、1 時間 100 ウォ





 04 年の SMS の送信数は 2900 億件、前年比 130%と増加し、また市場規模も 40 億元
に達している。04 年の SMS の送信数は 2900 億件、前年比 130%と増加し、また市場規
模も 40億元に達すると予測される。SMSによる単音の着メロのダウンロードは SMS付


































































均利用人数(1,802 人)」で算出した家庭のブロードバンド人口総数は、3,756 万 8,000 人
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